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近世富士山信仰の展開（二）

　
　
は
じ
め
に

　
昨
年
度
、
北
遠
地
域
に
お
け
る
近
世
富
士
山
信
仰
の
展
開
に
つ
い

て
、
春
野
町
を
対
象
に
、
戦
国
期
か
ら
江
戸
初
期
に
か
け
て
の
道
者

帳
や
地
元
に
残
る
古
文
書
、
伝
承
な
ど
を
基
礎
資
料
と
し
て
、
近
年

に
お
け
る
研
究
の
諸
成
果
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
現
地
を
調
査
し
、

そ
の
概
要
を
教
育
学
部
の
紀
要
三
十
四
号
に
ま
と
め
た
。

　
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
残
さ
れ
た
春
野
町
の
一
部
の
地
域
を
手
始

め
に
、
範
囲
を
拡
大
し
て
、
水
窪
町
・
佐
久
間
町
を
主
な
対
象
と
し
、

調
査
し
た
成
果
を
ま
と
め
る
。

　
本
地
域
は
、
青
崩
峠
を
信
濃
と
の
境
と
し
、
赤
石
山
脈
に
沿
っ
て

南
北
に
信
州
街
道
（
秋
葉
街
道
）
が
連
な
る
。
龍
頭
山
や
山
住
山
な

ど
、
古
く
か
ら
山
岳
信
仰
が
盛
ん
で
、
安
産
や
子
育
に
関
わ
る
山
姥

伝
説
が
伝
わ
る
。
南
信
濃
（
長
野
）
や
奥
三
河
（（
愛
知
）
の
地
域

と
も
接
し
て
い
て
、
日
常
生
活
で
の
か
か
わ
り
が
深
い
。
特
に
、
田

楽
や
花
の
舞
な
ど
、
三
遠
南
信
地
域
を
一
つ
の
文
化
圏
と
す
る
特
色

あ
る
文
化
財
が
豊
富
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
な
か
で
、
戦
国
の
末
あ
た
り
か
ら
広
ま
り
を
み
せ
た

富
士
山
信
仰
が
、
い
か
に
展
開
さ
れ
て
き
た
の
か
、
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
が
本
稿
の
課
題
で
あ
る
。
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近世富士山信仰の展開（二）

　
図
１
は
、
前
号
に
掲
載
し
た
部
分
を
除
く
春
野
町
の
一
部
、
及
び

水
窪
町
と
佐
久
間
町
に
お
け
る
、
富
士
山
信
仰
の
分
布
が
明
ら
か
な

地
域
名
を
示
し
た
図
で
あ
る
。『
春
野
町
史
』
通
史
編
上
巻
の
、
北

遠
地
方
の
「
領
」
の
図
に
、本
稿
に
合
わ
せ
て
地
域
名
を
加
筆
し
た
。

図
１
　
北
遠
に
お
け
る
富
士
山
信
仰
の
分
布
図

一
　
春
野
町
域
に
お
け
る
富
士
山
信
仰
（
続
）

 

（
一
）
地
名
「
い
ぬ
い
を
く
の
山
」

　
前
号
に
、
戦
国
期
の
「
御
炊
坊
道
者
帳
写
」（『
浅
間
文
書
纂
』
所

収
）
に
見
え
る
遠
江
国
富
士
参
詣
村
々
の
一
覧
を
掲
載
し
た
。
そ
の

な
か
で
、春
野
町
域
に
関
わ
る
「
い
ぬ
い
」「
す
き
」「
か
わ
か
み
」「
け

た
お
く
の
山
」「
い
ぬ
い
を
く
の
山
」
な
ど
の
地
名
を
検
討
し
た
が
、

「
い
ぬ
い
を
く
の
山
」
に
つ
い
て
は
、
春
野
町
と
比
定
す
る
の
み
で
、

検
討
は
充
分
で
な
か
っ
た
。

　
そ
こ
で
、
あ
ら
た
め
て
「
い
ぬ
い
を
く
の
山
」
の
地
名
に
つ
い
て

検
討
す
る
こ
と
と
す
る
。

　「
い
ぬ
い
」
は
、道
者
帳
の
な
か
で
明
ら
か
に
「
い
ぬ
い
を
く
の
山
」

と
区
別
さ
れ
て
表
記
さ
れ
て
い
る
。「
い
ぬ
い
」
は
、
中
世
天
野
氏

の
館
跡
に
鎮
座
す
る
熱
田
神
社
を
中
心
と
す
る
堀
之
内
の
地
域
（
江

戸
時
代
、
堀
之
内
村
を
構
成
し
た
市
場
・
若
身
平
・
谷
地
・
明
日
野
・

人
草
・
船
木
・
平
尾
・
平
野
・
小
奈
良
安
・
横
根
の
一
〇
の
集
落
か

ら
な
る
）
に
あ
た
る
。「
す
き
」
は
杉
村
の
地
域
、「
か
わ
か
み
」
は

川
上
村
の
地
域
と
比
定
で
き
る
。「
け
た
お
く
の
山
」
を
「
気
多
の

奥
の
山
」
と
読
め
ば
、
植
田
・
石
切
・
勝
坂
あ
た
り
と
な
る
。
こ
れ

ら
の
地
域
で
は
、
富
士
山
信
仰
の
伝
承
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

　「
い
ぬ
い
を
く
の
山
」
に
つ
い
て
、「
気
多
の
奥
の
山
」
と
同
じ
く
、

「
犬
居
の
奥
の
山
」
と
す
れ
ば
、
春
野
町
の
南
端
部
に
位
置
す
る
犬
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居
の
地
か
ら
見
て
、「
気
多
の
奥
の
山
」
を
除
く
奥
の
山
の
方
面
、

と
読
め
る
の
で
は
な
い
か
。
漠
然
と
し
た
表
記
で
あ
る
た
め
、
地
域

を
特
定
す
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
想
像
を
逞
し
く
す
れ
ば
、「
い
ぬ

い
を
く
の
山
」
は
、
堀
之
内
の
周
辺
地
域
や
熊
切
方
面
と
な
る
の
で

は
な
い
か
、
と
考
え
る
。
こ
の
う
ち
、
堀
之
内
の
周
辺
地
域
と
想
定

さ
れ
る
地
域
で
は
、
富
士
山
信
仰
の
存
在
が
明
ら
か
で
な
い
。
従
っ

て
、
残
り
は
熊
切
方
面
と
な
る
。

　
次
に
戦
国
期
の
古
文
書
を
検
討
す
る
。
永
禄
十
二
年（
一
五
六
九
）

正
月
、
徳
川
家
康
が
犬
居
の
天
野
宮
内
右
衛
門
尉
ら
に
与
え
た
判
物

（『
春
野
町
史
』
資
料
編
一
）
に
、「
今
度
依
令
忠
節
出
置
本
知
之
事
」

と
し
て
、「
一
、
犬
居
参
ケ
村
・
雲
名
・
横
川
　
都
合
五
百
貫
文
」

と
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
雲
名
・
横
川
（
旧
天
竜
市
内
）
は
、
今
川
時

代
、
天
野
氏
が
代
官
を
勤
め
た
地
域
で
あ
る
。
ま
た
、
同
年
閏
五
月
、

徳
川
家
康
が
熊
切
郷
胡
桃
平
に
本
拠
を
置
く
天
野
氏
同
心
の
渡
辺
三

左
衛
門
尉
に
与
え
た
知
行
安
堵
状
に
、「
今
度
宛
行
犬
居
之
内
本
知

行
之
事
」
と
し
て
、「
気
多
之
内
上
石
切
、
河
内
、
竹
之
内
、
熊
切

之
内
伊
佐
賀
」
と
あ
る
（『
春
野
町
史
』
資
料
編
一
）。

　
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
戦
国
時
代
に
お
い
て
、
現
在
の
春
野
町
域

を
示
す
う
え
で
、「
犬
居
参
ヶ
村
」「
犬
居
之
内
」
な
ど
の
表
記
が
使

わ
れ
、「
犬
居
参
ケ
村
」
と
は
、
犬
居
・
気
多
・
熊
切
の
三
か
村
か

ら
構
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
江
戸
時
代
の
古
文
書
や
棟

札
な
ど
に
お
い
て
も
、「
遠
江
国
周
智
郡
犬
居
郷
堀
之
内
村
」「
遠
江

国
周
智
郡
犬
居
郷
気
多
村
」、「「
遠
江
国
周
智
郡
犬
居
郷
熊
切
村
」

な
ど
と
表
記
さ
れ
、
犬
居
の
名
は
、
気
田
川
流
域
の
広
い
地
域
名
を

示
す
語
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
図
１
に
あ
る
よ
う
に
、
江
戸
時
代
に
は
、
行
政
区
域
と
し
て
「
犬

居
領
」
の
表
記
が
使
わ
れ
て
い
る
。

 

（
二
）
熊
切
の
富
士
山
信
仰

　
①
石
打
松
下
蛭
子
神
明
神
社
の
棟
札

　「
い
ぬ
い
を
く
の
山
」
の
地
域
に
つ
い
て
、
こ
れ
を
熊
切
村
の
地

域
と
す
る
と
、
富
士
山
信
仰
の
存
在
を
示
す
資
料
の
確
認
が
一
つ
の

決
め
手
と
な
る
。
そ
の
資
料
と
し
て
、
杉
・
川
上
地
区
を
除
く
石
打

松
下
の
蛭
子
神
明
神
社
と
砂
川
の
八
坂
神
社
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
棟

札
が
挙
げ
ら
れ
る
（
『
春
野
町
の
社
寺
棟
札
等
調
査
報
告
書
』）。

　
蛭
子
神
明
神
社
の
富
士
浅
間
社
に
関
す
る
棟
札
は
、
も
と
田
黒
村

字
ト
メ
山
に
鎮
座
し
た
天
神
・
富
士
浅
間
両
社
の
貞
享
三
年
（
一
六

八
六
）・
文
化
一
三
年
（
一
八
一
六
）・
明
治
七
年
（
一
八
七
四
）
の

も
の
で
あ
る
。
天
神
・
富
士
浅
間
両
社
は
、
明
治
六
年
（
一
八
七
三
）

に
田
黒
の
神
明
社
に
、
次
い
で
昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）
に
神
明
社

が
石
打
松
下
の
蛭
子
神
社
に
合
祀
さ
れ
た
経
緯
が
あ
る
。
し
か
し
、

蛭
子
神
明
神
社
の
宮
司
を
勤
め
る
島
沢
計
宏
氏
（
昭
和
二
十
四
年
生

ま
れ
）
に
よ
る
と
、
富
士
山
信
仰
に
関
す
る
伝
え
は
明
ら
か
で
な
い

と
い
う
。
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②
砂
川
八
坂
神
社
の
棟
札

　
本
年
九
月
、
本
学
教
育
学
部
の
社
会
専
攻
四
年
の
ゼ
ミ
学
生
八
名

と
と
も
に
、
砂
川
八
坂
神
社
や
高
塚
山
な
ど
を
訪
ね
、
富
士
山
信
仰

の
実
態
に
つ
い
て
調
査
し
た
。
八
坂
神
社
で
は
、
宮
司
原
山
克
己
氏

の
お
祓
い
を
受
け
て
正
式
参
拝
し
、
地
元
の
藤
田
和
正
・
溝
口
初
之

丞
両
氏
の
御
協
力
を
得
て
、
本
殿
収
蔵
の
棟
札
を
拝
見
す
る
こ
と
が

で
き
た
。

　
そ
れ
に
よ
る
と
、
慶
長
五
年
（
一
六
〇
〇
）
の
牛
頭
天
王
・
富
士

浅
間
宮
造
立
棟
札
を
最
古
と
し
、
寛
永
九
年
（
一
六
三
二
）・
慶
安

元
年
（
一
六
四
八
）・
元
禄
七
年
（
一
六
九
四
）・
宝
暦
四
年
（
一
七

五
四
）・
安
永
三
年
（
一
七
七
四
）・
天
明
七
年
（
一
七
八
七
）・
文

政
二
年
（
一
八
一
九
）・
天
保
十
四
年
（
一
八
四
三
）・
明
治
七
年
（
一

八
七
四
）
の
札
が
保
管
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
江

戸
時
代
か
ら
明
治
初
年
に
か
け
て
、
ほ
ぼ
継
続
的
に
村
人
た
ち
に

よ
っ
て
社
殿
が
造
営
さ
れ
、
富
士
山
信
仰
が
伝
え
ら
れ
て
き
た
こ
と

の
証
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、「
い
ぬ
い
を
く
の
や
ま
」
の
地
域
と
は
、

富
士
山
信
仰
の
由
来
が
明
ら
か
な
砂
川
あ
た
り
を
指
し
て
い
る
の
で

は
な
い
か
、
と
考
え
る
。
先
に
挙
げ
た
渡
辺
三
左
衛
門
尉
宛
徳
川
家

康
安
堵
状
に
見
え
る
「
熊
切
之
内
伊
佐
賀
」
と
は
、「
犬
居
の
内
、

熊
切
村
の
砂
川
」
の
こ
と
と
な
る
。
慶
長
五
年
雪
月
は
、
天
下
分
目

の
関
ヶ
原
の
戦
い
の
直
後
で
あ
る
。
徳
川
家
康
の
天
下
が
明
ら
か
と

な
っ
た
時
期
で
あ
り
、
峯
・
南
沢
・
徳
瀬
・
沢
頭
・
赤
土
の
殿
原
衆

た
ち
が
中
心
と
な
り
、「
現
世
安
穏
・
後
世
善
処
」
を
求
め
て
多
く

の
村
人
た
ち
の
奉
加
を
得
、
牛
頭
天
王
・
富
士
浅
間
を
祀
っ
た
の
で

あ
ろ
う
。

　
し
か
し
、
こ
の
時
期
、
初
め
て
富
士
山
信
仰
を
受
入
れ
た
の
で
は

な
く
、
戦
国
以
来
の
長
い
信
仰
の
歴
史
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
想
像
に

難
く
な
い
。

　
③
薬
師
如
来
像
の
祭
祀

　
明
治
十
六
年
（
一
八
八
三
）
六
月
の
「
静
岡
県
周
智
郡
砂
川
村
神

社
明
細
取
調
簿
　
村
社
八
坂
神
社
」
の
由
緒
書
（
概
要
）
に
よ
る
と
、

牛
頭
天
王
・
富
士
浅
間
は
、
養
老
年
度
の
勧
請
で
、
明
徳
の
頃

迄
、
高
塚
山
に
鎮
座
。
神
体
木
像
を
安
置
し
て
祭
祀
を
実
施
。

そ
の
後
、
野
火
に
逢
っ
て
消
失
し
た
た
め
、
残
っ
た
神
像
を
現

在
の
八
坂
神
社
に
移
し
、
高
塚
山
の
旧
跡
に
は
、
山
神
・
大
日
・

不
動
を
祀
っ
た
。

と
あ
る
。

　
養
老
年
度
の
勧
請
や
明
徳
の
頃
迄
の
鎮
座
に
つ
い
て
、
詳
細
は
明

ら
か
で
な
い
が
、
お
そ
ら
く
修
験
者
た
ち
の
高
塚
山
に
お
け
る
祭
祀

の
歴
史
を
伝
え
て
い
よ
う
。

　
由
緒
に
記
さ
れ
た
神
体
木
像
と
は
、
何
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、

八
坂
神
社
本
殿
左
脇
に
あ
る
小
祠
の
厨
子
内
に
安
置
さ
れ
て
い
る
仏

像
が
参
考
と
な
る
。

　
高
さ
三
〇
㎝
ほ
ど
の
木
造
の
仏
像
は
、
痛
み
が
ひ
ど
い
が
、
右
手
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は
施
無
畏
印
、
左
手
で
薬
壺
を
持
つ
御
姿
か
ら
、
薬
師
如
来
像
と
認

め
ら
れ
る
。
昭
和
五
十
二
年
八
月
、
総
代
の
鈴
木
彦
司
・
藤
田
家
宏
・

花
島
茂
久
の
三
氏
が
記
し
た
本
像
発
見
の
経
緯
に
よ
る
と
、

木
像
は
、
養
老
年
間
（
七
二
〇
）
の
作
で
、
も
と
高
塚
山
の
山

頂
に
鎮
座
。
明
徳
年
間
（
一
三
九
〇
）
に
火
災
に
逢
い
、
木
像

の
み
持
出
さ
れ
て
八
坂
神
社
に
合
祀
さ
れ
、
今
日
に
至
る
。
慶

長
五
年
、
八
坂
神
社
は
現
在
地
に
再
建
さ
れ
、
昭
和
二
十
八
年
、

社
殿
新
築
。
昭
和
五
十
二
年
、
屋
根
葺
替
の
折
、
発
見
さ
れ
て

祀
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

と
あ
る
。
前
半
部
は
、
前
掲
の
神
社
明
細
簿
の
由
緒
に
基
づ
く
内
容

で
あ
る
が
、
後
半
部
は
、
社
殿
造
営
と
木
像
発
見
の
経
緯
を
伝
え
て

い
て
興
味
深
い
。

　
昭
和
五
十
一
年
、
春
野
町
大
時
の
河
村
義
忠
氏
は
、
砂
川
の
藤
田

家
宏
氏
の
案
内
を
得
て
調
査
し
、
富
士
浅
間
と
薬
師
如
来
と
の
関
わ

り
を
『
温
故
知
新
』
一
〇
号
に
ま
と
め
て
い
る
。

　
平
安
時
代
か
ら
明
治
以
前
ま
で
行
わ
れ
た
神
仏
習
合
の
思
想
で

は
、
牛
頭
天
王
の
本
地
仏
と
し
て
薬
師
如
来
が
信
仰
さ
れ
、
須
佐
之

男
命
は
牛
頭
天
王
の
垂
迹
神
と
し
て
祀
ら
れ
て
き
た
。
東
方
瑠
璃
光

世
界
を
守
護
す
る
薬
師
如
来
は
、
病
気
平
癒
を
司
る
仏
と
し
て
尊
崇

さ
れ
、
牛
頭
天
王
を
疫
病
退
散
の
神
と
す
る
祇
園
信
仰
が
盛
ん
で

あ
っ
た
。

　
明
治
初
め
の
神
仏
分
離
に
よ
り
、
祭
神
が
須
佐
之
男
命
と
替
り
、

社
名
も
八
坂
神
社
と
改
め
ら
れ
た
。
拝
殿
に
は
、
神
社
の
由
来
書
の

ほ
か
、
明
治
二
十
六
年
（
一
八
九
三
）
春
、
熊
切
村
砂
川
の
片
桐
善

十
郎
が
奉
納
し
た
須
佐
之
男
命
八
俣
大
蛇
退
治
と
木
花
開
耶
姫
命
御

姿
を
描
く
二
枚
の
絵
馬
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
薬
師
如
来
像
は
、
後
世
、
牛
頭
天
王
の
本

地
仏
と
し
て
祀
ら
れ
、
明
治
初
年
の
神
仏
分
離
に
際
し
て
、
廃
さ
れ

た
の
で
は
な
い
か
、
と
考
え
る
。
屋
根
裏
か
ら
発
見
さ
れ
た
と
い
う

話
は
、
こ
の
よ
う
な
事
情
を
よ
く
伝
え
て
い
よ
う
。

　
④
高
塚
山
の
大
日
如
来
と
不
動
尊

　
高
塚
山
は
、
八
坂
神
社
の
後
方
、
標
高
六
六
〇
ｍ
を
数
え
る
円
錐

形
の
山
で
あ
る
。
そ
の
山
容
は
、
ま
さ
に
神
の
降
臨
を
仰
ぐ
に
ふ
さ

わ
し
い
神
奈
備
型
を
な
し
て
い
る
。
ひ
と
き
わ
目
立
つ
存
在
で
、
春

野
の
各
地
か
ら
眺
望
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
山
頂
に
は
、隆
起
し
た
岩
肌
を
削
り
取
っ
て
建
て
た
小
祠
が
あ
り
、

中
に
石
造
の
不
動
尊
が
安
置
さ
れ
て
い
る
。
祠
の
周
り
に
は
、
数
個

の
自
然
石
が
配
さ
れ
て
祀
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
前
掲
の
神
社
明

細
簿
の
由
緒
書
に
、「
高
塚
山
の
旧
跡
に
は
、
山
神
・
大
日
・
不
動

を
祀
っ
た
」
と
あ
る
記
事
と
符
号
す
る
の
で
あ
ろ
う
。

　
地
元
の
歴
史
に
詳
し
い
溝
口
氏
に
よ
る
と
、
か
つ
て
御
嶽
行
者
が

護
摩
を
焚
い
て
祀
っ
た
と
い
う
。
そ
の
唱
詞
は
、

南
無
帰
命
頂
礼
、
南
無
大
日
大
聖
不
動
明
王

南
無
八
大
童
子

慧
光
童
子
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慧
喜
童
子

阿
の
く
達
多
童
子

指
徳
童
子

烏
倶
婆
倵
童
子

清
浄
童
子

矜
羯
羅
童
子

制
叱
迦
童
子

で
あ
る
。
現
在
は
、
祭
典
日
の
一
月
二
十
八
日
と
十
月
二
十
八
日
、

砂
川
の
東
組
・
中
組
・
西
組
・
赤
土
組
の
四
組
が
交
替
で
宿
組
と
な

り
、
祀
っ
て
い
る
と
の
こ
と
。
こ
の
不
動
尊
は
、
溝
口
氏
の
守
り
仏

で
も
あ
っ
て
、
酒
の
他
に
、
白
米
に
小
豆
を
混
ぜ
て
供
え
る
と
い
う
。

　
前
掲
の
河
村
氏
の
報
告
で
は
、
藤
田
家
宏
氏
の
談
と
し
て
、
か
つ

て
中
組
の
力
持
ち
の
男
が
、
山
裾
の
不
動
川
よ
り
石
造
の
不
動
尊
を

一
人
で
担
ぎ
あ
げ
た
、
と
の
話
を
紹
介
す
る
。
そ
し
て
、
河
村
氏
の

祖
父
が
語
る
昔
話
と
し
て
、
琵
琶
湖
の
土
を
富
士
山
に
運
ぶ
途
中
、

少
し
土
が
こ
ぼ
れ
て
し
ま
い
、
そ
の
土
が
高
塚
山
と
な
っ
た
の
だ
、

と
い
う
興
味
深
い
話
を
伝
え
て
い
る
。

　
溝
口
氏
は
、
高
塚
山
に
は
富
士
山
信
仰
に
関
わ
る
話
は
伝
わ
っ
て

い
な
い
と
い
わ
れ
る
。
し
か
し
、
河
村
氏
祖
父
の
語
る
昔
話
は
、
荒

唐
無
稽
な
話
と
し
て
、
簡
単
に
片
付
け
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
要
素

を
持
つ
。

　『
村
山
浅
間
神
社
調
査
報
告
書
』
は
、
富
士
垢
離
伝
承
地
と
し
て
、

滋
賀
県
甲
賀
郡
や
三
重
県
度
会
郡
な
ど
の
事
例
を
挙
げ
る
。
こ
れ
ら

の
地
域
の
集
落
に
は
、
浅
間
さ
ん
と
呼
ば
れ
る
江
戸
期
造
立
の
石
造

の
金
剛
界
大
日
如
来
像
が
祀
ら
れ
て
お
り
、
現
在
も
石
仏
を
巡
っ
て

行
わ
れ
る
富
士
垢
離
祭
り
や
浅
間
山
祭
り
の
様
子
を
詳
し
く
紹
介
し

て
い
る
。
そ
の
な
か
で
、
こ
れ
ら
の
祭
り
は
、
か
つ
て
富
士
参
詣
を

差
配
し
た
富
士
宮
の
村
山
修
験
の
影
響
を
受
け
て
生
ま
れ
、
や
が
て

現
世
安
穏
や
家
内
安
全
と
い
っ
た
地
域
の
人
々
の
願
い
と
も
結
び
つ

い
て
在
地
化
し
た
と
す
る
。
そ
こ
で
は
、
富
士
参
詣
の
前
提
と
し
て

精
進
潔
斎
が
行
わ
れ
、
垢
離
を
と
る
こ
と
で
富
士
参
詣
と
同
じ
御
利

益
を
得
よ
う
と
す
る
人
々
の
願
い
が
根
底
に
あ
っ
た
と
い
う
。

　
こ
れ
ら
の
事
例
を
参
考
に
、
あ
ら
た
め
て
高
塚
山
の
山
頂
に
立
っ

て
み
る
と
、
垢
離
を
と
っ
た
人
た
ち
が
、
高
塚
山
に
登
っ
て
山
神
・

大
日
・
不
動
を
祀
り
、
富
士
参
詣
の
御
利
益
を
得
よ
う
と
し
て
富
士

講
を
伝
え
て
い
た
の
で
は
な
い
か
、
と
想
像
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
砂
川
の
西
沢
は
水
量
が
豊
富
な
沢
で
、
山
の
中
腹
に
清
滝
不
動
が

祀
ら
れ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
、
こ
こ
の
滝
で
垢
離
を
と
っ
た
の
で
あ

ろ
う
。

　
高
塚
山
の
山
頂
か
ら
は
、
は
る
か
東
方
の
彼
方
に
富
士
山
頂
を
望

む
こ
と
が
で
き
る
（
写
真
１
）。
山
深
い
地
域
に
あ
っ
て
、
信
仰
の

対
象
で
あ
る
富
士
山
を
遥
拝
す
る
こ
と
に
よ
り
、
人
々
の
信
仰
心
は

一
層
深
ま
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

写
真
１
　
高
塚
山
か
ら
富
士
山
頂
眺
望
（
二
月
の
晴
天
の
日
、
ズ
ー

ム
で
撮
影
）

二
、
水
窪
町
域
に
お
け
る
富
士
山
信
仰

 

（
一
）
地
名
「
を
は
た
」
と
「
お
く
の
山
」

　「
御
炊
坊
道
者
帳
写
」
の
な
か
に
、
富
士
参
詣
を
果
た
し
た
北
遠

地
方
の
村
々
と
し
て
、「
い
ぬ
い
」・「
よ
こ
や
ま
」・「
お
く
の
山
」・ 

「
を
は
た
」・「
ひ
ら
く
ち
」
の
名
が
続
く
。「
い
ぬ
い
」
は
、
前
述
の

と
お
り
で
あ
り
、「
よ
こ
や
ま
」
は
、
浜
松
市
天
竜
区
の
横
山
、「
を

は
た
」
は
、
同
区
水
窪
町
奥
領
家
の
小
畑
、「
ひ
ら
く
ち
」
は
、
同

市
浜
北
区
の
平
口
に
比
定
で
き
よ
う
。

　
こ
の
な
か
で
、「
お
く
の
山
」
と
は
、
ど
の
地
域
を
指
し
て
い
る
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二
、
水
窪
町
域
に
お
け
る
富
士
山
信
仰

 

（
一
）
地
名
「
を
は
た
」
と
「
お
く
の
山
」

　「
御
炊
坊
道
者
帳
写
」
の
な
か
に
、
富
士
参
詣
を
果
た
し
た
北
遠

地
方
の
村
々
と
し
て
、「
い
ぬ
い
」・「
よ
こ
や
ま
」・「
お
く
の
山
」・ 

「
を
は
た
」・「
ひ
ら
く
ち
」
の
名
が
続
く
。「
い
ぬ
い
」
は
、
前
述
の

と
お
り
で
あ
り
、「
よ
こ
や
ま
」
は
、
浜
松
市
天
竜
区
の
横
山
、「
を

は
た
」
は
、
同
区
水
窪
町
奥
領
家
の
小
畑
、「
ひ
ら
く
ち
」
は
、
同

市
浜
北
区
の
平
口
に
比
定
で
き
よ
う
。

　
こ
の
な
か
で
、「
お
く
の
山
」
と
は
、
ど
の
地
域
を
指
し
て
い
る

の
か
、
明
ら
か
で
な
い
。「
御
炊
坊
道
者
帳
写
」
に
は
、
前
述
の
「
け

た
を
く
の
山
」（
気
多
奥
の
山
）・「
い
ぬ
い
を
く
の
山
」（
犬
居
奥
の

山
）
の
他
に
、「
い
の
お
く
の
山
」
の
表
記
が
あ
る
。
こ
れ
は
「
井

の
奥
の
山
」
の
こ
と
で
あ
り
、
浜
松
市
北
区
引
佐
町
の
奥
山
に
比
定

で
き
る
。
明
ら
か
に
「
お
く
の
山
」
と
は
異
な
る
表
記
で
あ
る
。
ま

た
、
同
資
料
に
は
、
浜
松
市
天
竜
区
佐
久
間
町
の
浦
川
と
比
定
で
き

る
「
う
ら
か
わ
」
の
名
も
見
え
る
。

　
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、「
よ
こ
や
ま
」
と
「
を
は
た
」
に
挟
ま
れ

た
「
お
く
の
山
」
と
は
、
お
そ
ら
く
、
中
世
、
山
香
庄
奥
山
郷
と
呼

ば
れ
た
地
域
（
水
窪
町
・
佐
久
間
町
）
を
指
し
て
い
る
の
で
は
な
い

か
、
と
考
え
る
。
因
み
に
、
こ
の
地
域
は
、
図
１
に
あ
る
よ
う
に
、

江
戸
時
代
に
は
奥
山
領
と
呼
ば
れ
て
い
た
。

 

（
二
）
小
畑
の
子
安
神
社

　
①
「
を
は
た
衆
」
と
「
お
く
の
山
殿
」

　「
御
炊
坊
道
者
帳
写
」
で
は
、
ほ
と
ん
ど
の
表
記
が
村
名
・
地
域

名
と
な
っ
て
い
る
が
、
一
部
に
「
を
は
た
衆
」・「
は
ん
た
衆
」
の
よ

う
に
、
特
別
に
衆
の
一
字
を
付
し
た
表
記
が
見
ら
れ
る
。

　
衆
は
、
集
団
を
な
し
た
人
間
に
対
し
て
の
み
用
い
る
語
で
あ
る
。

例
え
ば
、
戦
国
時
代
の
事
例
と
し
て
、
遠
江
守
護
職
を
め
ぐ
る
斯
波

義
達
と
今
川
氏
親
の
戦
い
の
様
子
を
伝
え
る
永
正
九
年（
一
五
一
二
）

閏
四
月
三
日
の
伊
達
忠
宗
軍
忠
状
に
、
斯
波
勢
を
構
成
す
る
引
馬 
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衆
・
武
衛
衆
・
井
伊
衆
の
名
が
見
え
る
。
引
馬
衆
は
引
馬
城
に
拠
る

大
河
内
貞
綱
勢
、
武
衛
衆
は
、
遠
江
守
護
職
を
回
復
し
よ
う
と
す
る

斯
波
氏
の
直
轄
軍
、
井
伊
衆
は
、
井
伊
氏
な
ど
地
元
の
国
人
・
土
豪

の
連
合
軍
で
あ
る
（『
静
岡
県
史
』
資
料
編
７
、
同
通
史
編
２
）。
こ

の
よ
う
に
、
戦
国
期
の
古
文
書
や
記
録
に
は
、
し
ば
し
ば
地
域
の
有

力
な
勢
力
を
示
す
語
と
し
て
の
表
記
が
見
ら
れ
る
。

　
こ
れ
ら
の
こ
と
を
参
考
に
す
れ
ば
、「
を
は
た
衆
」・「
は
ん
た
衆
」

の
記
述
は
、
戦
国
の
頃
、
小
畑
や
半
田
（
浜
松
市
東
区
）
の
地
域
で

勢
力
を
な
す
人
々
が
、
富
士
参
詣
の
た
め
に
、
富
士
宮
の
御
炊
坊
に

宿
泊
し
た
事
実
を
伝
え
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
考
え
ら
れ
る
。

　
そ
れ
で
は
、「
を
は
た
衆
」の
中
核
を
な
し
た
氏
族
と
は
誰
か
。「
を

は
た
」
は
、
先
述
の
と
お
り
、
水
窪
町
奥
領
家
の
小
畑
で
あ
り
、
中

世
、
奥
山
郷
を
本
貫
地
と
し
て
勢
力
を
張
っ
た
奥
山
氏
が
想
定
さ
れ

る
。

　
奥
山
氏
は
、
南
北
朝
時
代
、
山
香
庄
奥
山
郷
で
あ
ら
た
に
勢
力
に

伸
ば
し
た
一
族
で
あ
る
。
戦
国
時
代
の
永
正
年
間
（
一
五
〇
四
～
一

五
二
〇
）
に
は
、
今
川
氏
親
に
服
属
し
、
惣
領
家
か
ら
一
族
庶
子
が

奥
山
郷
の
各
地
に
分
立
し
て
い
っ
た
と
い
わ
れ
る
（『
遠
江
天
野
氏
・

奥
山
氏
』）。

　
こ
の
「
を
は
た
」
を
本
拠
と
す
る
奥
山
氏
の
御
子
孫
が
、
中
世
奥

山
文
書
を
伝
え
る
奥
山
伸
吾
家
で
あ
る
。
同
家
の
観
音
堂
に
は
、
天

正
十
四
年
（
一
五
八
六
）
の
銘
の
あ
る
田
楽
面
も
伝
え
ら
れ
て
い
て
、

江
戸
時
代
、
名
主
家
と
し
て
勢
威
を
張
っ
た
。

　
慶
長
・
元
和
期
の
「
道
者
帳
」（『
浅
間
文
書
纂
』
所
収
）
に
は
、

元
和
二
年
（
一
六
一
五
）
六
月
三
日
の
条
に
、

　
　
二
人
　
同
所
之
お
く
の
山
殿

　
　
　
　
　
此
坊
入
百
文

の
記
載
が
あ
る
。
同
所
と
は
、
前
日
の
二
日
の
「
遠
州
之
川
の
せ
」

の
記
述
を
受
け
て
い
る
の
で
、
遠
州
と
な
る
。
他
の
多
く
の
記
載
と

異
な
り
、
先
達
の
名
が
見
え
な
い
。

　
ま
た
、
こ
の
「
道
者
帳
」
に
は
、
先
述
の
「
を
は
た
」
や
「
を
は

た
衆
」
の
表
記
は
見
え
な
い
。

　
お
そ
ら
く
、「
お
く
の
山
殿
」
と
は
、
奥
山
郷
小
畑
の
奥
山
氏
の

こ
と
で
は
な
い
か
、
と
考
え
る
。
奥
山
氏
の
二
人
が
一
〇
〇
文
を
宿

坊
に
収
め
て
宿
泊
し
、
富
士
参
詣
を
果
た
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
②
子
安
神
社
の
祭
祀

　
水
窪
町
小
畑
の
諏
訪
神
社
北
側
に
、子
安
神
社
が
祀
ら
れ
て
い
る
。

『
水
窪
町
史
』
下
巻
（
昭
和
五
十
七
年
八
月
）
に
よ
る
と
、

祭
神
は
木
花
咲
耶
姫
命
。
祭
日
十
二
月
十
四
・
十
五
日
、
祭
主

奥
山
伸
吾

と
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
由
緒
と
し
て
、

　
・
元
和
八
年
（
一
六
二
一
）
仲
祭
十
七
日
蔵
用
入
立
、
鹿
島
大

明
神
、
お
祭
の
様
式
深
湯
式
方
式
、
二
ツ
舞

　
・
天
和
三
亥
年
（
一
六
八
三
）
五
月
吉
日
、奥
山
善
右
衛
茂
家
、

高
木
平
兵
衛
、
平
出
武
左
衛
門
久
正
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・
明
治
八
年
六
月
三
十
日
よ
り
明
治
十
年
十
二
月
二
十
六
日

迄
、
奥
山
家
の
神
前
に
祭
り
、
同
日
、
北
へ
遷
す
。
明
治
十

七
年
三
月
九
日
、
神
鏡
一
面
相
添
え
、
稲
荷
神
社
の
下
に
遷

す
。
奥
山
瀬
作
私
有
地
に
合
祀
。

と
記
す
。

　
現
在
、
神
社
の
棟
札
や
関
連
資
料
を
拝
見
で
き
て
い
な
い
の
で
、

詳
細
は
明
ら
か
で
な
い
。

　『
水
窪
の
民
俗
』
は
、『
水
窪
町
史
』
を
引
用
し
て
、
子
安
神
社
の

霜
月
神
楽
と
二
ツ
舞
の
伝
来
を
紹
介
す
る
。

　
奥
領
家
の
坂
本
巌
氏
（
昭
和
十
年
生
ま
れ
）
に
よ
る
と
、
昭
和
四

十
年
頃
よ
り
、
祭
典
が
十
二
月
十
五
日
か
ら
十
一
月
十
五
日
に
変
更

さ
れ
た
と
い
う
。
祭
典
日
に
は
、
子
安
大
明
神
と
記
す
幟
旗
が
た
く

さ
ん
立
ち
、
幼
子
を
背
負
い
、
安
産
祈
願
に
訪
れ
る
女
性
た
ち
が
、

御
餅
や
御
賽
銭
を
あ
げ
て
、た
い
そ
う
な
人
出
で
賑
わ
っ
た
と
い
う
。

地
元
の
み
な
ら
ず
、
遠
方
か
ら
は
る
ば
る
訪
れ
る
人
も
多
か
っ
た
と

の
こ
と
で
あ
る
。

　
萩
原
龍
夫
氏
は
、『
巫
女
と
仏
教
史
』
の
な
か
で
、
奥
山
家
祭
祀

の
子
安
神
社
の
子
安
神
像
を
説
明
す
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、「
木
彫

の
女
体
で
、
気
品
の
高
い
女
神
像
は
、
髪
を
う
し
ろ
に
垂
れ
、
豊
か

な
乳
房
を
赤
子
に
ふ
く
ま
せ
る
中
年
の
女
性
の
姿
に
き
ざ
ま
れ
て
い

た
」
と
し
、「
姥
神
で
あ
る
」
と
記
す
。
そ
し
て
ま
た
、
社
殿
に
天

正
十
二
年
（
一
五
八
四
）
以
来
の
棟
札
数
枚
が
蔵
さ
れ
て
い
る
と
記

す
。
是
非
と
も
機
会
を
得
て
、
拝
見
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
③
寛
文
の
大
日
如
来
像

　
子
安
神
社
の
境
内
の
北
隅
に
、
石
造
の
大
日
如
来
像
二
基
が
西
向

き
に
祀
ら
れ
て
い
る
（
写
真
２
）。
二
基
の
大
日
如
来
像
は
、
と
も

に
智
拳
印
を
結
ぶ
金
剛
界
大
日
如
来
で
あ
る
。
向
か
っ
て
左
側
に
安

置
さ
れ
た
大
日
如
来
像
の
光
背
（
表
）
を
精
査
す
る
と
、

　
　
奉
新
造
大
日
如
来
尊
容
一
尊

　
　
　
寛
文
十
三
□
□
（
癸
丑
カ
）

　
　
　
　
八
月
吉
祥
日

　
　
　
　
　
願
主
小
畑
村 

の
刻
銘
が
認
め
ら
れ
る
。
寛
文
十
三
年
（
一
六
七
三
）
八
月
吉
日
、

小
畑
村
の
某
が
願
主
と
な
っ
て
建
て
た
石
仏
で
あ
る
。
本
来
、
智
拳

印
は
、
胸
の
前
に
あ
げ
た
左
拳
の
人
差
指
を
右
拳
で
握
る
形
で
あ
る

が
、
本
像
は
、
左
右
の
拳
が
逆
と
な
っ
て
い
る
。
全
体
の
つ
く
り
も
、

小
ぶ
り
で
あ
る
。
一
方
の
石
仏
は
、
蓮
の
台
座
に
座
し
、
正
し
い
智

拳
印
を
結
ん
で
い
て
、
尊
容
は
よ
り
立
派
で
あ
る
が
、
刻
銘
が
な
い
。

　
願
意
が
見
え
な
い
の
で
、
願
い
が
一
体
何
で
あ
っ
た
の
か
、
明
ら

か
で
は
な
い
。
し
か
し
、
富
士
浅
間
の
御
祭
神
を
祀
る
子
安
神
社
の

境
内
に
安
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
前
述
の
富
士
垢
離

伝
承
地
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
滋
賀
県
甲
賀
郡
や
三
重
県
度
会
郡

な
ど
の
、
金
剛
界
大
日
如
来
を
祀
る
事
例
が
参
考
と
な
ろ
う
。
そ
こ

で
は
、
現
世
安
穏
・
家
内
安
全
を
願
う
人
々
が
、
現
在
も
石
仏
を
巡
っ

て
富
士
垢
離
祭
り
や
浅
間
山
祭
り
を
行
う
姿
が
示
さ
れ
て
い
る
。
富

士
講
で
は
、
大
日
如
来
の
周
り
を
巡
る
と
、
富
士
参
詣
と
同
じ
御
利
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益
が
あ
る
と
信
じ
ら
れ
て
い
る
。

　
お
そ
ら
く
、
旧
暦
六
月
の
富
士
参
詣
月
に
は
、
子
安
神
社
の
大
日

如
来
の
周
り
を
、
御
利
益
を
求
め
て
巡
る
信
者
た
ち
の
姿
が
あ
っ
た

の
で
あ
ろ
う
。

写
真
２
　
子
安
神
社
脇
の
金
剛
界
大
日
如
来
像
（
左
の
石
仏
の
光
背

に
銘
あ
り
）

三
　
佐
久
間
町
域
の
富
士
山
信
仰

 

（
一
）
大
井
浅
間
神
社
の
富
士
講

　
①
一
一
町
の
町
石

　
天
竜
区
二
俣
よ
り
天
竜
川
の
ダ
ム
湖
に
沿
っ
て
国
道
一
五
二
号
線

を
北
上
す
る
と
、
佐
久
間
町
大
井
の
西
渡
で
水
窪
方
面
へ
の
一
五
二

号
線
と
、佐
久
間
方
面
へ
の
四
七
三
号
線
と
に
分
岐
す
る
。
西
渡
は
、

水
窪
川
が
天
竜
川
と
合
流
す
る
古
く
か
ら
の
交
通
の
要
衝
で
あ
っ

た
。
北
側
に
は
、浅
間
山
と
呼
ば
れ
る
標
高
五
四
〇
ｍ
の
山
が
聳
え
、

水
窪
川
が
山
裾
を
巡
っ
て
流
れ
て
い
る
。
三
角
錐
の
形
を
な
す
神
奈

備
型
の
山
で
あ
る
。

　
水
窪
川
で
垢
離
を
と
っ
た
富
士
道
者
た
ち
は
、
町
石
を
頼
り
に
、

一
一
町
の
参
道
を
登
っ
て
山
頂
に
着
く
。
現
在
は
、
明
光
寺
・
間
庄
・

城
西
方
面
へ
の
拡
幅
さ
れ
た
自
動
車
道
が
通
り
、
山
腹
に
残
る
旧
参

道
は
、
数
箇
所
で
寸
断
さ
れ
て
い
る
。
文
化
三
年
（
一
八
〇
六
）
六

月
、
水
窪
川
の
川
端
に
建
て
ら
れ
た
一
町
目
の
町
石
は
、
現
在
、
三

町
目
附
近
に
あ
た
る
自
動
車
道
の
脇
に
移
さ
れ
て
い
る
。
四
角
柱
の

表
面
に
、

　
　（
右
側
）　
文
化
三
丙
寅
六
月
吉
日

　
　
　
　
　
　
願
主
　
市
左
衛
門

　
　
　
　
　
　
杉
本
氏

　
　（
正
面
）　
浅
間
大
明
神
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山
姥
大
権
現

　
　（
左
側
）　
是
ヨ
リ
十
一
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
一
町
目 

（
竿
高
五
七
㎝
×
竿
幅
二
四
㎝
）

と
あ
る
。
地
元
の
杉
本
氏
が
、
富
士
山
の
山
開
き
に
あ
わ
せ
、
山
頂

に
鎮
座
す
る
浅
間
大
明
神
と
山
姥
大
権
現
へ
の
参
道
に
、
道
標
と
し

て
建
て
た
町
石
で
あ
る
。

　
西
渡
に
住
む
藤
沢
春
雄
氏(

大
正
九
年
生
ま
れ)

に
よ
る
と
、
杉
本

氏
の
縁
者
で
御
嶽
教
行
者
の
庄
八
が
富
士
山
に
登
り
、
そ
の
功
徳
を

村
人
に
説
い
て
働
き
か
け
、
整
備
し
た
も
の
と
い
う
。
傍
ら
に
、
旧

道
か
ら
移
さ
れ
た
三
町
目
の
町
石
（
総
高
四
〇
㎝
×
幅
一
七
㎝
）
も

立
っ
て
い
る
。

　
自
動
車
道
か
ら
分
か
れ
、
石
英
質
の
巨
岩
や
緑
泥
片
岩
の
砕
石
な

ど
が
点
在
す
る
山
腹
を
登
る
。
お
よ
そ
傾
斜
三
〇
度
の
参
道
の
傍
ら

に
、
五
町
・
七
町
・
九
町
の
町
石
が
残
る
。
九
町
目
の
町
石
は
、
台

座
も
残
っ
て
い
て
、
各
町
石
の
規
格
が
判
明
す
る
。
多
く
が
失
わ
れ

て
い
る
が
、
藤
沢
春
雄
氏
に
よ
る
と
、
水
窪
の
西
浦
石
と
い
わ
れ
た

石
材
は
、
砥
石
と
し
て
重
宝
さ
れ
た
た
め
だ
と
い
わ
れ
る
。

　
神
社
拝
殿
の
手
前
に
は
、
明
治
初
年
生
ま
れ
の
藤
原
代
五
郎
が
奉

納
し
た
石
灯
篭
（
総
高
八
〇
㎝
）
が
左
右
に
立
つ
。
一
部
、欠
損
し
、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
補
修
さ
れ
て
い
る
。
石
段
を
登
る
と
、
ヒ
ュ
ー
ム

管
製
の
鳥
居
が
立
つ
。

　
拝
殿
の
屋
根
下
に
は
、
左
よ
り
「
浅
間
大
明
神
」
と
記
さ
れ
た
扁

額
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
神
仏
混
淆
の
名
残
で
あ
る
。

　
②
浅
間
神
社
の
棟
札

　
浅
間
神
社
の
由
来
を
伝
え
る
江
戸
時
代
の
棟
札
は
、
現
在
、
麓
の

貴
船
神
社
に
保
管
さ
れ
て
い
る
。『
佐
久
間
町
史
』
編
纂
の
折
、
調

査
さ
れ
た
棟
札
の
資
料
（
釈
文
）
に
よ
る
と
、
慶
応
三
年
（
一
八
六

七
）
六
月
、山
頂
に
祀
ら
れ
て
い
る
浅
間
神
社
の
火
の
用
心
に
備
え
、

八
枚
の
棟
札
を
貴
船
神
社
に
納
め
置
い
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

　
こ
の
な
か
で
、
最
古
の
棟
札
は
、
寛
文
三
年
（
一
六
六
三
）
の
札

で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
八
月
の
彼
岸
の
日
、
西
村
の
神
主
の
新

兵
衛
が
、
郷
中
繁
昌
を
祈
っ
て
富
士
浅
間
大
菩
薩
を
勧
請
し
た
と
あ

る
。
そ
の
後
、
本
殿
は
、
宝
永
元
年
（
一
七
〇
四
）・
享
保
二
年
（
一

七
一
七
）・
天
明
八
年
（
一
七
八
八
）
に
造
替
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、

享
保
五
年
六
月
、
社
参
の
利
便
の
た
め
、
拝
殿
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

　
宝
暦
五
年
（
一
七
五
五
）
七
月
の
棟
札
に
、
神
主
の
片
切
伊
織
が

先
達
と
な
り
、
天
下
泰
平
・
国
家
安
穏
を
祈
り
、
富
士
浅
間
社
に
八

楽
尊
・
大
日
如
来
・
姥
神
の
石
像
を
奉
納
し
た
こ
と
が
見
え
る
。
八

楽
尊
と
あ
る
が
、
八
葉
尊
の
誤
り
で
あ
る
。
札
の
裏
側
に
は
、「
一

之
嶽
延
命
地
蔵
　
一
金
二
朱
也
奉
加
」
と
あ
り
、
諸
願
成
就
・
子
孫

長
久
を
願
う
信
心
者
の
奉
加
に
よ
り
、
造
立
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

二
之
嶽
以
下
、
同
じ
よ
う
に
、
本
地
仏
の
名
と
奉
加
の
金
額
が
記
さ

れ
て
い
る
。

　
③
八
葉
九
尊
仏
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寛
政
十
二
年
（
一
八
〇
〇
）
六
月
、
富
士
吉
田
口
で
山
室
を
営
む

檀
徒
の
和
光
氏
（
御
子
孫
の
和
光
弘
氏
は
、
現
御
殿
場
市
在
住
）
の

需
め
に
応
じ
、
甲
南
（
甲
斐
）
新
倉
郷
（
富
士
吉
田
市
）
の
大
原
山

如
来
寺
大
縁
浄
因
が
記
し
た
「
富
士
山
縁
起
」
に
よ
る
と
、
富
士
山

頂
の
宗
教
世
界
を
「
峯
者
五
仏
四
菩
薩
の
所
座
、八
葉
九
尊
の
体
也
」

と
記
す
。
こ
れ
は
、
大
日
如
来
を
中
心
仏
と
し
、
周
り
に
四
仏
四
菩

薩
を
配
す
る
胎
蔵
界
曼
荼
羅
中
台
八
葉
院
の
世
界
を
記
し
て
い
る
。

寛
政
十
二
年
は
、
富
士
山
御
縁
年
に
あ
た
る
。

　
富
士
山
頂
の
宗
教
世
界
に
つ
い
て
、
天
保
四
年
（
一
八
三
三
）
六

月
の
「
奉
唱
富
士
山
」（『
静
岡
県
史
』
資
料
編
十
五
　
近
世
７
）
を

見
る
と
、

富
士
山
表
口
禅
淖
開
山
神
変
大
菩
薩
惣
本
尊
浅
間
大
菩
薩
、
両

府
大
日
如
来
壱
千
弐
百
余
尊
、
ぜ
つ
ち
や
う
た
い
ぞ
う
八
よ
ふ

ま
ん
た
ら
さ
ん
ぎ
さ
ん
げ
、
六
根
せ
う
〳
〵
　
お
し
め
ニ
初
た

い
こ
ん
こ
ふ
と
う
じ
ふ
し
浅
間
大
日
如
来
壱
し
ゆ
来
ま
す

壱
之
嶽
ニ
ハ

　
天
照
皇
大
神
宮
本
地
延
命
地
蔵
大
菩
薩

弐
嶽
ニ
者

　
　
熊
野
三
所
大
権
現
本
地
あ
ミ
た
如
来

三
ノ
嶽
ニ
者

　
伊
豆
大
権
現
本
地
た
い
せ
い
く
わ
ん
せ
音
菩

薩

四
ノ
嶽
ニ
者

　
白
山
明
利
大
権
現
本
地
釈
迦
無
尼
如
来

五
之
嶽
ニ
者

　「
日
吉
」
鹿〻
嶋〻
山
王
大
権
現
本
地
み
ろ
く
ほ

さ
つ

六
ノ
嶽
ニ
者

　
鹿
嶋
大
明
神
本
地
や
く
し
如
来

七
ノ
嶽
ニ
者

　
箱
根
大
権
現
本
地
文
殊
菩
薩

八
ノ
嶽
ニ
者

　
三
嶋
大
明
神
本
地
宝
勝
如
来

と
あ
る
。「
ぜ
つ
ち
や
う
た
い
ぞ
う
八
よ
ふ
ま
ん
た
ら
」
は
、「
絶
頂

胎
蔵
八
葉
曼
荼
羅
」
で
あ
る
。
山
頂
に
中
心
仏
と
し
て
胎
蔵
界
大
日

如
来
を
配
し
、
火
口
の
八
つ
の
嶽
に
本
地
仏
と
垂
迹
神
を
配
す
る
宗

教
世
界
が
明
ら
か
で
あ
る
。

　
浅
間
神
社
拝
殿
の
周
り
に
残
る
石
仏
群
は
、
浅
間
大
明
神
を
大
日

如
来
と
見
立
て
、
そ
の
周
り
に
八
体
の
石
仏
を
配
し
て
、
曼
荼
羅
の

世
界
を
具
現
化
し
た
名
残
で
あ
る
。
富
士
山
登
拝
で
は
、
い
わ
ゆ
る

お
鉢
巡
り
が
行
わ
れ
た
が
、
信
者
た
ち
は
、
富
士
講
の
折
に
、
拝
殿

の
周
り
を
お
鉢
と
見
立
て
て
巡
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
中
心
仏
た
る
胎
蔵
界
大
日
如
来
の
石
像
は
、
お
そ
ら
く
本
殿
内
に

安
置
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
確
認
で
き
て
い
な
い
。
一
部
、
不
明

の
石
仏
も
あ
る
が
、
殆
ど
の
石
仏
の
光
背
部
に
は
刻
銘
が
あ
り
、「
奉

唱
富
士
山
」
に
記
さ
れ
た
嶽
々
の
本
地
仏
と
対
比
で
き
る
。
一
の
嶽

の
延
命
地
蔵
（
写
真
３
）
の
刻
銘
に
は
、「
宝
暦
五
亥
年
立
之
」
と

あ
り
、
宝
暦
五
年
に
八
葉
尊
・
大
日
如
来
・
姥
神
の
石
像
を
奉
納
し

た
と
記
す
棟
札
の
記
載
と
合
致
す
る
。

　
石
仏
は
、
拝
殿
の
周
り
に
お
鉢
に
見
立
て
た
土
盛
の
上
に
安
置
さ

れ
て
い
る
が
、一
部
破
損
や
倒
壊
し
た
ま
ま
の
状
態
の
も
の
も
あ
る
。

永
年
の
風
化
に
よ
る
痛
み
の
ほ
か
、
殆
ど
の
石
仏
に
顔
面
破
損
や
折

損
な
ど
が
見
ら
れ
る
こ
と
は
、
明
治
初
年
に
お
け
る
廃
仏
毀
釈
の
名

残
で
も
あ
ろ
う
か
。

表
１
は
、
石
仏
の
光
背
部
に
刻
ま
れ
た
銘
と
現
況
を
ま
と
め
た
も
の

で
あ
る
。

表
１
　
宝
暦
五
年
建
立
石
仏
の
刻
銘
と
現
況

石
仏
番
号
・
銘

法
量
・
現
況

①
嶽
延
命
地
蔵

　
宝
暦
五
亥
年
立
之

像
高
三
七
㎝
（
像
の
み
高
三
四
㎝
）

顔
面
破
損
。拝
殿
左
側
の
土
塁
上
に
立
つ
。

②
嶽
阿
弥
陀

像
高
三
九
㎝
（
像
の
み
高
二
五
㎝
）

拝
殿
左
側
の
土
塁
上
に
立
つ
。

③
嶽
観
世
音

像
高
四
六
㎝

顔
面
破
損
。拝
殿
左
側
の
土
塁
上
に
立
つ
。

④
嶽
釈
迦
牟
尼

像
高
四
一
㎝
（
像
の
み
高
二
三
㎝
）

拝
殿
真
裏
の
土
塁
上
に
立
つ
。

⑤
（
嶽
弥
勒
カ
）

破
損
し
て
、
倒
壊
。
刻
銘
不
明
。

⑥
嶽
薬
師

像
高
四
三
㎝
（
像
の
み
二
三
㎝
）

顔
面
破
損
。
拝
殿
右
側
の
軒
下
に
倒
壊
。

⑦
嶽
文
殊

像
高
四
六
㎝
（
像
の
み
二
五
㎝
）

像
の
半
分
で
折
損
。
拝
殿
右
側
の
土
塁
上

に
立
つ
。

⑧
嶽
宝
勝

像
高
三
四
㎝

像
の
半
分
で
折
損
。
拝
殿
右
側
の
土
塁
上

に
倒
壊
。

姥
神

像
高
四
九
㎝
（
像
の
み
二
五
㎝
）

拝
殿
裏
側
、
石
垣
上
に
立
つ
。

（
追
筆
）
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表
１
は
、
石
仏
の
光
背
部
に
刻
ま
れ
た
銘
と
現
況
を
ま
と
め
た
も
の

で
あ
る
。

表
１
　
宝
暦
五
年
建
立
石
仏
の
刻
銘
と
現
況

石
仏
番
号
・
銘

法
量
・
現
況

①
嶽
延
命
地
蔵

　
宝
暦
五
亥
年
立
之

像
高
三
七
㎝
（
像
の
み
高
三
四
㎝
）

顔
面
破
損
。拝
殿
左
側
の
土
塁
上
に
立
つ
。

②
嶽
阿
弥
陀

像
高
三
九
㎝
（
像
の
み
高
二
五
㎝
）

拝
殿
左
側
の
土
塁
上
に
立
つ
。

③
嶽
観
世
音

像
高
四
六
㎝

顔
面
破
損
。拝
殿
左
側
の
土
塁
上
に
立
つ
。

④
嶽
釈
迦
牟
尼

像
高
四
一
㎝
（
像
の
み
高
二
三
㎝
）

拝
殿
真
裏
の
土
塁
上
に
立
つ
。

⑤
（
嶽
弥
勒
カ
）

破
損
し
て
、
倒
壊
。
刻
銘
不
明
。

⑥
嶽
薬
師

像
高
四
三
㎝
（
像
の
み
二
三
㎝
）

顔
面
破
損
。
拝
殿
右
側
の
軒
下
に
倒
壊
。

⑦
嶽
文
殊

像
高
四
六
㎝
（
像
の
み
二
五
㎝
）

像
の
半
分
で
折
損
。
拝
殿
右
側
の
土
塁
上

に
立
つ
。

⑧
嶽
宝
勝

像
高
三
四
㎝

像
の
半
分
で
折
損
。
拝
殿
右
側
の
土
塁
上

に
倒
壊
。

姥
神

像
高
四
九
㎝
（
像
の
み
二
五
㎝
）

拝
殿
裏
側
、
石
垣
上
に
立
つ
。

　
一
部
、
正
福
寺
（
富
士
吉
田
市
）
版
「
八
葉
九
尊
図
」
と
仏
名
が

異
な
る
。
拝
殿
の
裏
側
、
石
積
の
上
に
姥
神
の
石
像
が
祀
ら
れ
て
い

る
（
写
真
４
）。
こ
れ
は
、
萩
原
氏
が
説
く
よ
う
に
、
古
く
か
ら
こ

こ
が
安
産
・
子
育
信
仰
の
場
と
し
て
山
姥
権
現
が
祀
ら
れ
て
い
た
こ

と
を
伝
え
る
。

　
図
１
は
、「
奉
唱
富
士
山
」
の
記
述
を
参
考
に
、
一
の
嶽
か
ら
八

の
嶽
に
配
さ
れ
た
石
仏
の
も
と
の
位
置
を
復
元
し
た
も
の
で
あ
る
。

図
１
　
石
仏
の
配
置
復
元
図
（
①
～
⑧
の
数
字
は
、
表
１
の
石
仏
番

号
を
示
す
）

拝
　
　
　
殿

扁　　額

鳥　　居

石
打
篭

石
打
篭

姥　　神

①

②

③

④ ⑤

⑥

⑦

⑧

土
塁

　
→

（
御
神
木
）
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写
真
３
　
宝
暦
五
年
建
立
の
延
命
地
蔵
像

写
真
４
　
宝
暦
五
年
建
立
の
姥
神
像

　
④
富
士
講
の
伝
承

　
か
つ
て
浅
間
神
社
で
は
、
地
域
の
人
々
に
よ
っ
て
、
富
士
講
が
行

わ
れ
て
い
た
。
そ
の
起
こ
り
は
、
棟
札
に
も
あ
る
よ
う
に
、
寛
文
三

年
の
富
士
浅
間
大
菩
薩
の
勧
請
が
機
縁
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ

の
後
、
享
保
五
年
の
拝
殿
設
営
、
宝
暦
五
年
の
石
仏
奉
納
、
文
化
三

年
の
町
石
奉
納
、
と
次
第
に
整
備
さ
れ
て
人
々
の
信
仰
心
は
高
ま
り

を
み
せ
、
講
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
藤
沢
春
雄
氏
は
、
昭
和
十
五
年
に
軍
隊
に
召
集
さ
れ
る
前
、
富
士

講
を
体
験
し
た
貴
重
な
経
験
を
持
つ
。
氏
に
よ
る
と
、七
月
十
五
日
、

大
井
橋
の
下
、
水
窪
川
の
ほ
と
り
に
幟
旗
が
立
ち
、
信
者
た
ち
は
川

で
垢
離
を
と
る
。
一
升
ビ
ン
に
水
を
汲
み
、
提
灯
を
持
っ
て
一
一
町

の
参
道
を
登
る
。山
頂
で
は
松
明
を
焚
き
、そ
の
さ
ま
は
盛
大
で
あ
っ

た
。
富
士
山
登
拝
と
同
じ
く
、
女
人
禁
制
で
あ
る
。
拝
殿
で
は
、
村

人
の
安
泰
を
祈
っ
て
神
主
が
祝
詞
を
あ
げ
、
信
者
は
酒
を
飲
み
、
朝

ま
で
参
籠
し
て
楽
し
ん
だ
と
い
う
。
平
成
十
六
年
ま
で
、
山
の
上
で

祭
典
が
行
わ
れ
た
が
、
以
後
、
山
裾
の
貴
船
神
社
の
祭
典
に
先
立
ち
、

九
月
の
第
二
日
曜
日
に
祀
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　
朝
ま
で
の
参
籠
は
、
富
士
山
が
庚
申
の
年
に
一
夜
に
し
て
湧
出
し

た
と
す
る
富
士
山
の
縁
起
と
関
わ
る
。
庚
申
講
の
時
の
よ
う
に
、
信

者
た
ち
は
、
楽
し
み
の
一
つ
と
し
て
、
夜
が
明
け
る
ま
で
酒
を
飲
み

か
わ
し
、
世
間
話
に
花
を
咲
か
せ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
明

け
方
に
は
、
富
士
山
登
拝
と
同
じ
く
、
東
方
に
向
っ
て
御
来
光
を
拝

み
、
村
の
繁
栄
を
祈
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

 

（
二
）
福
沢
の
富
士
山
信
仰
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①
元
和
三
年
の
富
士
参
詣

　
佐
久
間
町
福
沢
の
集
落
は
、
標
高
一
三
五
一
ｍ
を
数
え
る
龍
頭
山

の
北
西
側
、
水
窪
川
左
岸
の
、
陽
当
た
り
の
良
い
山
の
斜
面
に
分
布

す
る
。
上
・
下
の
地
区
に
分
か
れ
て
人
家
が
点
在
す
る
。

　
集
落
の
歴
史
は
古
く
、
鎌
倉
時
代
末
の
地
頭
天
野
氏
の
内
紛
が
あ

り
、
応
永
年
間
に
は
、
天
野
氏
と
新
興
の
奥
山
氏
が
、
そ
の
支
配
を

め
ぐ
っ
て
争
っ
た
所
と
し
て
知
ら
れ
る
。

　
福
沢
の
富
士
山
信
仰
に
関
し
て
は
、「
道
者
帳
」（『
浅
間
文
書
纂
』）

に
記
録
が
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
元
和
三
年(

一
六
一
六)

六
月
五

日
の
条
に
、

　
　
五
人
　
遠
州
の
内
お
く
ノ
山
ふ
く
沢
ノ
　
　
久
左
衛
門
殿

　
　
　
　
　
此
坊
入
二
百
文

と
あ
る
。
福
沢
の
久
左
衛
門
に
率
い
ら
れ
た
五
人
の
村
人
が
、
富
士

参
詣
に
出
掛
け
、
富
士
宮
の
宿
坊
に
二
〇
〇
文
を
納
め
て
宿
泊
し
た

時
の
記
録
で
あ
る
。
久
左
衛
門
に
先
達
の
文
字
が
冠
さ
れ
て
い
な
い

が
、
お
そ
ら
く
リ
ー
ダ
ー
的
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
②
富
士
大
日
の
祭
祀

　
福
沢
の
氏
神
で
あ
る
諏
訪
神
社
の
脇
に
、「
富
士
大
日
」
と
呼
ば

れ
る
大
日
如
来
が
祀
ら
れ
て
い
る
。「
富
士
大
日
」
の
称
呼
は
、
富

士
山
信
仰
の
名
残
を
留
め
て
い
よ
う
。
平
成
五
年
の
「
奉
祭
大
日
如

来
遷
宮
」
と
記
す
木
札
が
納
め
ら
れ
て
い
る
。

　
藤
沢
謙
次
郎
氏
（
昭
和
十
四
年
生
ま
れ
）
に
よ
る
と
、
大
日
如
来

を
祀
る
も
と
の
屋
敷
は
、
藤
沢
家
裏
側
の
堂
と
呼
ぶ
高
台
に
あ
り
、

幕
末
の
頃
に
火
災
に
遭
っ
て
堂
が
消
失
。
平
成
四
年(

一
九
九
二)

に

諏
訪
神
社
が
建
設
さ
れ
た
折
、そ
の
脇
に
再
建
さ
れ
た
の
だ
と
い
う
。

　
謙
次
郎
氏
は
、藤
沢
家
の
第
一
九
代
目
の
当
主
で
、寛
文
八
年
（
一

六
六
八)

正
月
の
銘
が
あ
る
墓
石
を
初
代
の
墓
と
し
て
祀
る
。「
ニ
ュ

ウ
ヤ
」
の
屋
号
を
も
つ
藤
沢
家
は
、
代
々
山
伏
を
勤
め
て
き
た
家
柄

で
あ
る
。
初
代
が
空
海
の
尊
像
を
迎
え
入
れ
、
以
後
、
真
言
・
曹
洞

両
宗
の
仏
壇
を
祀
っ
て
い
る
。
氏
は
、
真
言
宗
醍
醐
派
の
龍
頭
山
戒

光
院
の
先
達
を
勤
め
、
平
成
五
年
一
二
月
、
大
日
堂
の
も
と
屋
敷
に

地
之
神
愛
宕
神
・
若
宮
霊
神
の
社
頭
を
建
て
、御
嶽
教
の
教
義
に
よ
っ

て
鎮
座
祭
を
行
っ
て
い
る
。

　
前
掲
の
道
者
帳
に
見
え
る
久
左
衛
門
は
、
ど
の
よ
う
な
家
系
の
人

物
で
あ
っ
た
か
、
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
藤
沢
家
の
歴
史
を
考
慮
す

れ
ば
、
あ
る
い
は
そ
の
先
祖
に
あ
た
る
人
物
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ

な
い
。

　
福
沢
の
集
落
を
下
る
と
、
一
心
滝
と
呼
ば
れ
る
滝
が
あ
る
。
こ
の

滝
に
は
、
子
安
・
子
育
て
に
関
わ
る
山
姥
の
伝
説
が
あ
る
。
福
沢
に

は
、
富
士
講
の
伝
承
は
な
い
と
い
う
が
、
お
そ
ら
く
、
道
者
た
ち
は
、

こ
の
滝
で
水
垢
離
を
と
り
、大
日
堂
へ
と
向
か
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

 
（
三
）
半
場
の
富
士
山
信
仰

　
半
場
の
神
妻
神
社
本
殿
の
東
脇
に
、
境
内
社
の
八
十
宮
神
社
が
鎮



16

近世富士山信仰の展開（二）

座
す
る
。

　『
静
岡
県
神
社
誌
』
に
よ
る
と
、
八
十
宮
神
社
の
御
祭
神
は
十
五

柱
の
神
で
、
そ
の
う
ち
の
一
柱
が
木
之
花
佐
久
夜
姫
命
で
あ
る
。
月

花
ふ
み
子
氏
に
よ
る
と
、
昭
和
二
十
年
代
に
、
御
神
木
で
鞘
堂
を
建

て
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　
神
妻
神
社
と
八
十
宮
神
社
と
の
間
に
、
石
の
小
祠
が
祀
ら
れ
、
そ

の
傍
ら
に
「
二
丁
」
と
刻
ま
れ
た
町
石
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、

神
妻
神
社
本
殿
の
隣
に
も
、「
十
一
丁
　
當
国
島
中
村
」「
十
四
丁
　

當
国
半
場
村
」
な
ど
と
刻
む
町
石
が
集
め
て
建
て
ら
れ
て
い
る
。
こ

れ
ら
の
町
石
が
、
い
か
な
る
由
来
を
も
つ
も
の
で
あ
る
の
か
、
明
ら

か
で
な
い
。

　
戦
前
、
神
妻
神
社
は
郷
社
の
社
格
を
有
し
、
境
内
は
杉
の
大
木
で

覆
わ
れ
て
い
る
。
月
花
家
は
、
代
々
神
主
を
勤
め
、
か
つ
て
広
い
境

内
の
一
角
に
屋
敷
が
あ
っ
た
と
い
う
。

　
神
社
の
裏
山
が
浅
間
山
で
あ
る
。
標
高
八
五
四
ｍ
の
山
頂
に
、
石

の
祠
が
祀
ら
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
森
林
地
図
に
よ
る
と
、

山
頂
に
「
浅
間
」「
浅
間
越
」
の
地
名
が
見
え
る
。

　
お
わ
り
に

　　
北
遠
地
域
で
は
、
急
激
に
過
疎
化
や
高
齢
化
が
進
み
、
各
地
に
限

界
集
落
が
生
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
地
域
に
伝
わ
る
伝
統
行

事
が
断
絶
し
た
り
、貴
重
な
文
化
財
が
存
続
の
危
機
に
瀕
し
て
お
り
、

対
策
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
富
士
山
信
仰
の
研
究
に
お
い
て
、
文
献
資
料
は
限
定
さ
れ
て
い
て

極
端
に
少
な
い
。
か
つ
て
行
わ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
富
士
講
も
、
経

験
者
が
い
な
く
な
り
、
後
継
者
も
得
ら
れ
て
い
な
い
な
ど
、
き
び
し

い
状
況
下
に
あ
り
、
そ
の
復
元
は
容
易
で
な
か
っ
た
。

　
し
か
し
、
僅
か
な
文
献
資
料
を
も
と
に
、
神
社
の
棟
札
や
石
仏
、

伝
承
な
ど
を
頼
り
に
調
査
し
、
不
充
分
な
が
ら
も
、
存
在
の
明
ら
か

な
富
士
山
信
仰
の
概
要
を
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
た
よ
う
に
考
え

る
。

　
春
野
町
に
お
い
て
は
、
富
士
宮
の
村
山
三
坊
の
う
ち
、
辻
之
坊
と

の
関
わ
り
が
見
ら
れ
た
が
、
水
窪
・
佐
久
間
に
お
い
て
は
、
坊
と
の

関
わ
り
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
ま
た
、
北
遠
の

地
域
に
は
、
安
産
・
子
育
に
関
わ
る
山
姥
信
仰
が
あ
る
。
萩
原
龍
夫

氏
の
研
究
は
、
全
国
的
な
規
模
の
中
で
、
北
遠
の
山
姥
信
仰
の
特
色

を
と
り
あ
げ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
富
士
山
信
仰
の
観
点
か
ら
、
北

遠
に
お
け
る
山
姥
信
仰
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
は
、
深
く
触
れ
る
こ

と
が
な
か
っ
た
。
こ
れ
ら
は
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

　
本
研
究
に
あ
た
っ
て
、
郷
土
の
歴
史
に
明
る
い
佐
久
間
町
間
庄
の

伊
藤
賢
次
氏
か
ら
は
、
全
般
に
わ
た
る
多
大
な
御
支
援
・
御
協
力
を
、

か
つ
て
『
佐
久
間
町
史
』
の
編
纂
に
あ
た
ら
れ
た
佐
久
間
町
中
部
の

平
賀
孝
晴
氏
（
昭
和
八
年
生
ま
れ
）
か
ら
は
、
多
く
の
貴
重
な
資
料

を
提
供
し
て
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、
奥
山
清
氏
（
昭
和
一
五
年
生
ま

れ
）
が
会
長
を
勤
め
る
奥
山
会
の
皆
さ
ん
の
活
動
成
果
に
よ
る
と
こ



17

近世富士山信仰の展開（二）

ろ
も
大
き
く
、
地
域
の
聞
き
取
り
に
お
い
て
は
、
多
く
の
方
々
の
御

世
話
に
な
っ
た
。
改
め
て
あ
つ
く
御
礼
申
し
上
げ
る
。
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